
 

令和８年度 第２回 与進小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

 

１ 開 催 日 時  令和８年７月２９日（水） １３時３０分から１５時４０分まで 

２ 開 催 場 所  長上協働センター 講座室 

３ 出 席 委 員  鈴木 育男、中山 利彦、幸田 記代子、仲川 尚志、宇井 敬子 

         馬渕 友佳、木野 浩志 

４ 欠 席 委 員  なし 

５ オブザーバー  村田 弘貴（長上協働センター主事） 

６ 学校支援コーディネーター 竹村 祥子 

７ 学 校  太田 賀子（校長）、鈴木 俊彰（教頭）、東条 美里（主幹教諭・ＣＳ担当） 

   池田 典央（生徒指導主任）、斎藤 かおり（ＣＳディレクター） 

   教職員３３名 

８ 教育委員会  山本 俊行（学校・地域連携課） 

９ 傍 聴 者  なし 

10 会議録作成者  ＣＳディレクター 斎藤 かおり 

11 議長の選出 

司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、前回会議で承認された仲川

委員が務めることを申し出、全員異議なくこれを承認した。 

12 協 議 事 項   

（１） １学期の学校評価 

① １学期学校評価の報告 

② テーマ「よりよい与進小学校にするためには」 

今後、学校や保護者、地域で取り組むことができることについて 

※グループ別協議内容（ワールドカフェ方式） 

・学校の現状の把握（学校評価結果を参考に） 

・それぞれの立場でできること（学校、保護者、地域） 

・情報共有 

 

13 会 議 記 録 

  司会の東条主幹教諭から、委員総数７人のうち７人の出席があり、過半数に達している

ため、会議が成立している旨の報告があった。 

（１） １学期の学校評価 

① １学期学校評価の報告 

議長の指示により、東条主幹教諭から『令和８年度与進小学校「学校評価前期ア

ンケート」結果一覧』の説明があり、委員より以下の発言があった。 

・「廊下を歩く」は去年と比べて悪くなったのか。（幸田委員） 

⇒職員が大幅に変わっているため、「新しい目で見ている」ということで評価が

変わってきているところがあるかもしれない。（校長） 



 
 

１番はけがが心配なので、何か手立てを考えていきたいと思っている。（東条

主幹教諭） 

・質問１１「ふわふわ言葉を使う」とあるがこれは何か。（木野委員） 

       ⇒「ありがとう」「大丈夫」など優しい気持ちになる言葉。「与進小版ふわふわ

言葉」というものがあり職員室前に貼ってあるので活用していきたい。（校長） 

「ふわふわ言葉をたくさん使おう」と取り組んでいる。（東条主幹教諭） 

      ・質問１８「自分の学年だけでなく、他の学年の人とも関わることができてい

る」の項目も児童と教員に差がある。この質問よりも、例えば運動会で子供た

ちがどのように思っていたか。高学年が下の子たちの面倒をみる。下の学年の

子供たちはお兄さん、お姉さんに色々教えてもらった、というように、評価が

しやすい事案だと思う。質問を具体的な活動にする、という形もありかと思う。

（中山委員） 

      ⇒いただいたご意見を参考にしながら考えていく。（東条主幹教諭） 

 

② テーマ「よりよい与進小学校にするためには」 

今後、学校や保護者、地域で取り組むことができることについて 

※グループ別協議内容（ワールドカフェ方式） 

・学校の現状の把握（学校評価結果を参考に） 

・それぞれの立場でできること（学校、保護者、地域） 

・情報共有 

東条主幹教諭より協議についての説明が行われた後、８つのグループ（Ａ～Ｈ）

に分かれ話し合いが行われた。 

 

【Ａグループ】 

＜学 校＞ 

・縦割り活動の時間を意図的につくる。 

・地域を知る機会を増やす。 

＜保護者＞ 

 ・登下校の際、積極的に挨拶する。 

 ・子供の安全を見守る。 

 ＜地 域＞ 

 ・地域での児童の姿を共有することで学校と連携を図る。 

【Ｂグループ】 

＜学 校＞ 

・挨拶を増やしていきたい。（校内から地域へ広げていく） 

＜保護者＞ 

・家庭ごとの生活リズムを考慮しつつ身近な大人がよい姿を見せる。 

＜地 域＞ 

・挨拶を積極的にしていく。 

・自分から挨拶できる子を育てるためにも積み重ねが大切。 



 
 

【Ｃグループ】 

＜学 校＞ 

・失敗を恐れず挑戦できる環境を整える。 

・学校を地域に開いていく。 

＜保護者＞ 

・子供の思いを聞き共感していく。 

＜地 域＞ 

・地域の行事にも参加しコミュニケーションを図っていく。 

【Ｄグループ】 

 ＜学 校＞ 

 ・異学年交流の場を設定し、たてのつながりを強くする。 

 ・生活の決まりを守るための手立てを具体的にする。（廊下歩行、挨拶、時間を守る） 

 ＜保護者＞ 

 ・ＰＴＡ活動への協力を増やす。 

 ・家庭でも「言葉づかい」について話し合う。 

 ＜地 域＞ 

 ・地域の行事に積極的に参加する。（納涼祭、防災訓練など） 

 【Ｅグループ】 

 ＜学 校＞ 

 ・異学年交流から相手を思いやる気持ちを育てる。 

 ・地域の歴史や行事を知る活動を実施する。（社会科、総合、学校行事） 

＜保護者＞ 

 ・子供とのコミュニケーションを図る。 

 ＜地域＞ 

 ・子供をみんなで見守っていく。（登下校の声かけ、挨拶） 

 【Ｆグループ】 

 ＜学 校＞ 

 ・異学年交流の工夫。 

・「ふわふわ言葉」を家庭でも連携する。（学年だより、家庭教育講座など） 

＜保護者＞ 

・ＰＴＡ活動に協力する。 

＜地 域＞ 

・見守り環境の整備や日常的な挨拶、声かけをしてく。 

【Ｇグループ】 

＜学 校＞ 

・昨日より 1つでも良いところを褒める。 

・タブレットを活用した家庭学習を取り入れる。 

＜保護者＞ 

・子供の話をよく聞く。 

・がんばったこと、成長したことを褒める。 



 
 

＜地 域＞ 

・地域のイベントへの参加を呼び掛けていく。 

【Ｈグループ】 

＜学 校＞ 

・「ふわふわ言葉」を家庭でも使えるように家庭へ発信していく。 

＜保護者＞ 

・色々な体験をさせるため、長期休業中の過ごし方を工夫する。 

＜地 域＞ 

・人と人が関われる場や活動を増やす。 

 

14 その他報告事項等 

・東条主幹教諭から、次回会議は令和９年２月１９日（金）１３時３０分から開催し、与進

小学校会議室で行う旨の報告がされた。 


